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Fig. 1.　The cross section of annual mean current in 2018 along the path of Suruga-wan ferry cruise.

　The panel a) indicates the meridional current speed, and panel b) does the zonal current speed.
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2018年の駿河湾奥の流況

南北成分流動および東西成分流動の深度‒航路断
面図を Fig. 3に示す．軸やカラーバーは Fig. 1と
同様で左側（Fig. 3a）が南北成分である．各月の
ラベルすなわち Jan，Feb，…の下にはその月の平
均を計算する上で使用した日平均の数を nで示し
ている．たとえば 1月（Jan）の下には n=5 days
とあり，1月の平均流は 5日分の日平均流から算出
されたということがわかる．ドック入りや機器ト
ラブルのためにほとんどが欠測日となってしまっ
た 1月（n=5）には注意が必要である．したがって
1月の値は月平均流としては不適なため議論では
参考値として扱う．南北成分の各月平均は全体的
に年平均の深度‒航路断面図と同様な傾向を持っ
ており清水港寄りの西部で南向きの流れ（流出）と
なり土肥港寄りの東部で北向きの流れ（流入）を

示す．1月から 3月，9月および 12月はこれと同
様な空間構造が現れる．その一方で 4月から 8月
にかけての約 5ヶ月間は流入が強くなり湾全域を
覆い，流出は西部沿岸のごく表層に限られている．
また 10月と 11月にかけては湾東部の流入が弱
まって湾全体が流出傾向となる．
東西成分においては，各月平均は全体的に年平
均の深度‒航路断面図と同様な傾向を持ち，湾の
東部で東向き，湾の西部で西向きの成分が卓越す
る（Fig. 3b）． 

3.3　日平均流を用いた航路－時間断面
2018年 1月から 12月まで（1月は欠測が多い）
の日平均流動の南北成分および東西成分の最上層
流動時系列を航路‒時間断面図として Fig. 4aおよ
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Fig. 2.　�The stick diagram of the annual mean current in 2018 for the whole layer every section on the survey-

　line.

　An arrow indicates a magnitude and a direction of the averaged current in each area.



20
勝間田 高明・仁木 将人・田中 昭彦・丹 佑之・髙嶋 恭子・高橋 大介・福田 厳

び bに示す．1月は機器の不調および定期ドック
期間のため欠測が続いた．図中に台風の接近や気
象擾乱の発生を時間軸に対して矢印で示す（気象
庁，2020）．ラベルには例えば「T05」の様な略記
号を用いた．NWは North Wind: 強い冬型気圧配
置，NTG は Nangan Teikiatsu Gata, LP は Low 
Pressure: 低気圧の通過，CFは Cold Front: 寒冷
前線，T05は 2018年の台風 5号を表している．6
月から 10月にかけては台風 5号，7号，12号，13
号，19号，20号，21号，24号および 26号（T05，
T07，T12，T13，T19，T20，T21，T24，T26）
の接近や上陸があった（Fig 4）．その他の短い欠
測期間は，台風など低気圧の通過に伴う海況依存
の欠航である．台風通過などの強風および大量降

雨のイベント発生後には湾奥の西岸に強い南向き
の流出が発生するのが分かる（Fig. 4 左図中の青
い領域）．

４．考察および結論

2018年の年平均流（約 11ヶ月平均）の南北成分
の空間構造は 2015年，2016年および 2017年の結
果（勝間田ほか，2018；勝間田ほか，2019a；勝間
田ほか，2019b）とほぼ同じであった．年変動の東
西成分の空間構造は 2015年から 2017年に比べて
東向流と西向流の反転地点もほとんど変わらない．
また全期間（約 11ヶ月間）全層平均流動のス
ティックダイアグラム図の流入流出の変換点も

Table 1　�The meridional component of the annual mean current, and number of raw data in 2018 for the whole 

　layer in the 27 columns along the survy-line.

area range in longitude averaged meridhional current （cm/sec） number of data: n
1 138:32'30" - 138:33'00" -3.700 97915
2 138:33'00" - 138:33'30" -4.012 89639
3 138:33'30" - 138:34'00" -4.151 89574
4 138:34'00" - 138:34'30" -3.958 89603
5 138:34'30" - 138:35'00" -4.063 88606
6 138:35'00" - 138:35'30" -3.534 89500
7 138:35'30" - 138:36'00" -2.779 88484
8 138:36'00" - 138:36'30" -2.181 88783
9 138:36'30" - 138:37'00" -1.075 88934
10 138:37'00" - 138:37'30" -0.305 89750
11 138:37'30" - 138:38'00" 0.354 89340
12 138:38'00" - 138:38'30" 1.290 88420
13 138:38'30" - 138:39'00" 1.699 90188
14 138:39'00" - 138:39'30" 2.275 90441
15 138:39'30" - 138:40'00" 2.760 89089
16 138:40'00" - 138:40'30" 2.720 89465
17 138:40'30" - 138:41'00" 2.750 91035
18 138:41'00" - 138:41'30" 2.510 91266
19 138:41'30" - 138:42'00" 2.442 90282
20 138:42'00" - 138:42'30" 2.504 91348
21 138:42'30" - 138:43'00" 2.662 91127
22 138:43'00" - 138:43'30" 2.544 91316
23 138:43'30" - 138:44'00" 2.639 92075
24 138:44'00" - 138:44'30" 3.114 97288
25 138:44'30" - 138:45'00" 2.479 103634
26 138:45'00" - 138:45'30" 1.076 104465
27 138:45'30" - 138:46'00" 3.290 100602
Whole 138:32'30" - 138:46'00" 0.346 2482169
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Fig. 3.　The cross section of monthly mean current in 2018 along the path of Suruga-wan ferry cruise.

　The panel a) indicates the meridional current speed, and panels b) does the zonal current speed.

　unit: cm/sec
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Fig. 3.　continue.
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2018年の駿河湾奥の流況

Fig. 4.　Time series of daily mean current in 2018 along the path of Suruga-wan ferry cruise.

　The panel a) indicates the meridional current speed, and panel b) does the zonal current speed.
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2015年から 2017年と同程度の位置である．全期
間全測点全層平均の南北平均流は 0.346 cm/secで
2017年の ‒0.508 cm/sec，2016年の 0.929 cm/sec
および 2015年の 0.458 cm/secと比較すると流入
過多すなわち正の海水フラックスで平年並みとい
える．なお流出過多を示した 2017年は機器の不
調などが多く，全体でも約 7ヶ月分のみの観測
データの平均で観測期間は降水の多い時期が中心
となっていたことが考えられる例外的な年である．

本報告の主要な結論を以下に示す．
（1）　駿河湾フェリー航路に沿った海域における
表層 100 m以浅の南北方向の海水フラックスは年
平均で北向きに 0.346 cm/secの流入である．これ
は観測期間が短かった 2017年を除く過去の結果
と同様の流入傾向である．
（2）　年平均流の南北成分の鉛直構造はほぼ一様
であるが，水平構造は湾の中央部に節を持ち東側
で流入，西側で流出が見られ反時計回りの循環を
示唆する．これは 2015年からの過去の報告と同
様の結果である．
（3）　月平均流からは，年平均と同様な少なくと
も 100 mの厚みを持った反時計回りの循環がみら
れるが季節内変動も見られて循環が季節により強
弱する様子が見られた．降水の多い時期と少ない
時期で環流のパターンが大別できる．これは
Inaba（1981）や稲葉（1988）が恒常的な反時計回
りの環流を報告したことに対して，あらたに鉛直
構造が 100 m以上の規模を持つこと，さらに季節
変動があり決して恒常的ではないことを新たな知
見として示す．
（4）　日平均流の時系列からは，台風などの気象
擾乱後に湾西部沿岸に岸に沿う南西向きの強流が
発生することがわかった．これも過去の一連の本
報告と同様の結果である．
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